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要 旨
本論文では、データベース管理システム（以下「DBMS（Database Manage-
ment System）という」）を活用した認可保育園における日常業務の簡素化の
試みについて報告する。また、保育園職員による DBMSの運用およびシス
テム管理における問題点について、大学の ICT（Information and Communica-
tion Technology）教育の面から考察する。
キーワード：DBMS（Database Management System）、RDB（Relational Data
Base）、情報リテラシー、システムアドミニストレーター、認
可保育園、縦割保育
はじめに
保育士の日常業務は、保育に加え毎日の連絡会議や児童の出欠管理、さら
には業務報告書の作成など非常に多忙を要している。これらは保育をこなし
ながらの業務になるため、保育士にとっては肉体的・心理的にも大きな負担
となっている。これらの負担を軽減するためには、できるだけ保育以外の業
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務の簡素化を図る必要がある。特に出欠管理は、毎日の記入に加え、週末・
月末には集計・統計処理等が必要となる。また、これらの書類は監査の際に
提出しなければならないため、処理結果のチェックなど非常に手間を要する
作業となっている。今回、多くの手間を要している出欠管理等の児童情報の
管理部分に、DBMSを構築し運用した。これは、保育士の事務的な日常業
務の簡素化を目的としたものである。しかし、実際に DBMSを運用してい
く中で、管理面等においていくつかの問題点が浮上した。その一つに保育園
職員の ICTスキルの不足等があり、職員だけでのシステム管理は難しい状
況であることが分かった。その理由の一つには、大学等における情報リテラ
シー教育のカリキュラムが現実に合っていないのではないかと思われる点が
ある。今後、保育園においても、コンピューターによる業務支援ツールの導
入は、今まで以上に必要になってくると思われる。そのような状況の中で保
育園職員がシステム管理をするためには、保育士としての専門知識に加え、
システムアドミニストレーターとしての管理能力（技術）を持った者が求め
られるようになる。今回は、福岡市に昨年１２月に新設された某認可保育園に
ご協力いただき、筆者が構築した DBMSである「保育園業務支援システム」
を運用させていただき、保育士の日常事務処理の簡素化を試みた。また、シ
ステムを運用する中で生じたいくつかの問題点について、大学における ICT
教育の現実性の視点から考察した。
Ⅰ．目 的
保育園の事務的な日常業務を支援するため、各ソフトメーカーより業務内
容に応じた「保育園業務支援ツール」がリリースされている。これらの製品
は、ほとんどパッケージ型（汎用ツール）となっており、保育園独自の処理
が必要な場合は、ソフトの追加や変更が必要になる。これらをオプションで
発注すると、内容によってはかなり高額な出費となる。それに毎月のメンテ
ナンス料を加えると業務支援ツールに要する費用は保育園にとって大きな負
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担となる。そこで、福岡市の認可保育園の定型的な事務処理の内容をみてみ
ると、プログラミング的にはあまり複雑なものはなく、また膨大なデータ処
理になるような手続きも見あたらない。データベース構築による業務支援を
考慮した場合、小規模なスタンドアロン型のシステム構築で十分対応できる
と思われる。表計算や小規模データベース構築における、ある程度の知識が
あれば保育園職員が業務支援システムを構築することが十分可能な処理内容
である。また、中規模程度までの保育園であれば、システムアドミニスト
レーターの知識を持った職員が管理できる程度のシステム構築で実務的な運
用ができると思われる。これらの条件が整えば、ソフトメーカーの支援ツー
ルを採用する必要が無く、保育園としてもシステム構築や運用に要する費用
の大幅な削減を図ることが可能であり、また事務処理等の業務支援において
も多いに貢献できるものと思われる。そこで今回、福岡市の某認可保育園の
ご協力により「保育園業務支援システム」を、次の２つの目的のために構築
し、運用を試みた。
１つは、スタンドアロン型の小規模リレーショナルデータベース構築ツー
ルとして大きなシェアを有している「Microsoft Access」を使用して、エンド
ユーザーが実務レベルで活用できる保育園業務支援システムを構築する。こ
れによって、システム構築およびその運用における経費の削減を図る。この
ツールを選択した理由は、詳しい専門知識がなくても、実用レベルのデータ
ベース構築をすることができる。それに、非常に生産性が高くまた、プログ
ラムの追加や変更が比較的容易であり、Microsoft Excelとのデータ互換にも
優れている点である。また、将来ネットワーク対応の SQLサーバーや Oracle
等に Accessから移行することもでききる。
２つ目は、筆者が大学で担当しているプログラミング演習のカリキュラム
への反映である。教科で使用しているプログラミング言語は AccessVBAと
ExcelVBAであり、今回の Accessを使用した、「保育園業務支援システム」
の運用をとおして、現実に合った内容をプログラミング演習のカリキュラム
に採用し、より実践的な教科内容を学生にフィードバックするものである。
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Ⅱ．方 法
保育園施設内に有線 LAN（Local Area Network）によるワークグループ型
ネットワークを構築した。今回の目的の一つでもある、システム構築の経費
削減を図るため、園全体のネットワークシステムではなく、事務室内でクラ
イアントが作業するという方法を採用した。ネットワーク対応の HDDを
ファイルサーバーとし、DBMSをこのサーバー内に構築し、共有設定によっ
て各クライアントからアクセスできる形式をとった。また、ログイン部分に
ついては、筆者が作成した「汎用ログインシステム1)」を採用した。これは、
システム管理者のログイン管理（ID、パスワード、ログイン履歴管理）お
よびクライアントのアクセス権の設定を行い、選択したインターフェースよ
り各プログラムへ分岐することができる、汎用性のあるログインシステムで
ある。今回の業務支援システムに採用することによって、実用性の検証も
行った。次に「保育園業務支援システム」の仕様を示す。
１．使用ソフト及び言語
OS（Windows 8.1）
Microsoft Access 2010 AccessVBA
Microsoft Excel 2010 ExcelVBA
２．ネットワーク環境
有線 LANによるワークグループ型ネットワークで、ネットワーク対応
HDDを１台ファイルサーバーとして設置。プリンターは１台を共有し、
３台のパソコンで事務処理業務を行い、その中の１台は職員が出欠・早
退記録を入力するために使用する。また、それぞれのパソコンはルーター
よりインターネットへ接続させる。セキュリティ対策はファイヤー
ウォールとウイルスバスタークラウドを採用。
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３．汎用ログインシステム
①ログイン
システム利用者として、administrator（システム管理者）、client（保育園
職員）、guest（一時的にシステム使用を許可した者で、制限されたデータ
の閲覧のみ）の三者を登録し、それぞれのグループに利用権限を設定でき
るようにした。
② ID・パスワード管理
ユーザーのログイン IDおよびパスワードを管理する。administratorに
よって管理し、新規ユーザーの登録および初期パスワードの発行とパス
ワードの強制変更を行う。
③ユーザーの利用履歴管理
全ユーザーのシステムへのアクセス履歴を管理する。administratorが定
期的に監視することによって不正アクセスの防止を図る。
４．保育園業務支援システム
今回構築した「保育園業務支援システム」の内容は、職員登録、児童登録、
クラス編成、出席簿の自動作成、出欠管理、出欠の集計・統計処理およびそ
れらの年次処理（年次更新処理）である。児童登録データのレポートは、小
学校入学時に提出する保育所児童保育要録に対応した書式とした。また出欠
管理は、毎月の児童の在籍数と出欠・早退データの集計を福岡市の報告書式
でレポートできるようにした。このように提出書類を福岡市の書式で出力で
きるようにし、いままでの職員による手書きの報告書を出欠・早退の入力の
みで作成できるよう自動化し、保育園職員の事務処理業務の負担をできるだ
け軽減し、かつ円滑な報告書作成業務ができるよう考慮した。
５．システム管理の概念図
今回構築した DBMSは、① DBMS_Login、② history、③ ID_Passwordの
３つのデータベースシステムから成る。DBMS_Loginは、「保育園業務支援
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システム」の本体が格納されている。historyは、ユーザーのログイン情報
（ログイン・ログアウト・パスワード変更）がリアルタイムで保存される。
ID_Passwordは、新規ユーザーの ID・パスワードの発行と、システム強制停
止のフラグが設定される。（図１）に DBMSの概念図を示す。
Ⅲ．要求分析
認可保育園の毎日の事務処理業務は多くの種類があり、それを保育士職員
が保育の合間（児童の午睡の時間など）や一日の業務終了後に行っているの
が現状である。その中で今回は事務処理の簡素化を目的として、特に労力を
要する「登録業務」、「日常業務」および「定期業務」における作業をデータ
ベース化した。
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時間 未満児 時間 未満児
７：００ 開園・順次登園
遊び
７：００ 開園・順次登園
遊び
９：３０ 朝のおやつ
遊び
９：３０ 朝の集まり
５領域の活動
（健康・人間関係・環境・言語・表現）
１１：００ 給食
１１：３０ 給食
１２：００ 午睡
１３：００ 午睡
年長は午後の活動
１５：００ おやつ
遊び
順次降園
１５：００ おやつ
帰りの集まり
遊び
順次降園
１８：００ 延長保育 １８：００ 延長保育
１９：００ 閉園 １９：００ 閉園
図２ 平日の１日の流れ
１．保育園概要
定 員：１１０名 ０歳：１２名、１歳：１８名、２歳：２０名、
３歳・４歳・５歳 各２０名
保育形態：１歳～２歳の縦割保育、３歳～５歳の縦割保育、延長保育、一
時保育、障がい児保育
開園時間：（平日）朝７時より夕方６時まで（延長夕方７時まで）
（土曜）朝７時より夕方４時まで（延長夕方５時まで）
１日の流れ：未満児（０～２歳）と以上児（３～５歳）の１日の保育の流れ
を（図２）に示す。
２．テーブル設計
テーブルは、通常業務用と過去データ用の２つのエリアに分け、それぞれ
のテーブルは次に示すデータを保管する。なお、DBMSに保管された全て
のデータは、保育園規定のプライバシーポリシーに基づいて運用する。
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１）通常業務用（administratorおよび client）
T_園児マスタ（administrator専用）：入園児童の基礎データを保管する。
フィールド名は、福岡市の定型書式の項目と同様とした。
T_職員マスタ（administrator専用）：保育園職員の基礎データ（資格番
号等含む）を保管する。
T_年度マスタ（administrator専用）：作業年度を選択するためのマスタ
データが事前に保管されている。
T_年度リンク（administrator専用）：T_年度マスタと T_園児マスタを多
対多に設定するためのテーブルであり、これによってそれぞれの方向か
ら１対多の事象関係を設定する。
T_クラスマスタ（administrator専用）：児童区分（年齢）、年齢区分（年
齢ごと名前）、クラス区分（クラス区分ごとの名前）のマスタデータを
保管する。
Tクラスリンク（administrator専用）：T_年度リンクと T_クラスマスタ
を多対多に設定するためのテーブルであり、これによってそれぞれの方
向から１対多の事象関係を設定する。
T_出席簿（client専用）：児童の出欠・早退日とその理由等を保管し、
月ごとの集計および統計処理のデータとする。
２）過去データ用（administrator専用）
□T_園児マスタ_卒園児童：卒園した児童のデータを保管する。小学校
入学時に保育所児童保育要録として提出することが可能である。
□T_園児マスタ_退所児童：途中で退園した児童のデータを保管する。
□T_職員マスタ_退縮者：退職した保育園職員のデータを保管する。
３．リレーションシップの設定
リレーションシップは、整合性の必要なテーブルに対して設定し、また過
去データ（退園・卒業・退職）の切り離しを考慮し、「参照整合性」、「フィー
ルドの連鎖更新」、「レコードの連鎖削除」を許可した。主キーは入力フォー
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ム（メイン・サブフォーム）を考慮し、次のフィールドに設定した。E-R
（Entity Relationship Diagram）図を（図３）に示す。
T_年度マスタ：年度 ID
T_園児マスタ：ID
T_年度リンク：年度 ID、ID
T_クラスマスタ：クラス ID
T_クラスリンク：年度 ID、ID、クラス ID
T_出席簿：年度 ID、ID、クラス ID、出席 ID
Ⅳ．保育園業務支援システムによる作業の流れ
保育園業務支援システムは、administrator（システム管理者）と client（保
育園職員）による作業の２つのエリアで構成されている。ログインフォーム
から IDとパスワードを入力することにより、それぞれの作業エリアに分岐
する。administratorの作業内容は、システム管理と保育園業務に分かれ、シ
ステム管理については、① ID・パスワード管理、②システム利用履歴の監
視、③強制システム停止（クライアントの作業拒否）である。保育園業務と
しては、④登録業務（児童登録・職員登録・クラス登録・総合設定）、⑤年
度業務（作業年度設定・退職処理・退園処理・卒園処理）、⑥過去データ管
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※図中の番号は、Ⅳ．の文中番号を示す。
 guestの権限は閲覧のみとする。 
図４ 業務の流れ
理（退職者・退園児童・卒園児童）である。次に clientの業務としては、
⑦日常業務（出席簿への出欠・早退等入力・児童名簿の作成）、⑧定期業務
（出席名簿の作成・出席名簿の集計および統計作業）である。それぞれの業
務の流れを（図４）に示す。なお、guest（一時的にアクセスを許可された
ユーザー）については、制限されたデータの閲覧のみとし、内容は administra-
torが選択する。
Ⅴ．運用結果
今回の研究にご協力いただいた福岡市の某認可保育園は、２０１４年１２月１日
に開園した。定員は１１０名であり、０歳～２歳の未満児および３歳～５歳ま
での以上児を受け入れている。保育形態としては、縦割保育（０歳、１～２
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歳、３歳～５歳）を実施しており、保育士職員はシフト制で勤務している。
今回の DBMS運用の試みとして、administratorを事務長・園長・主任とし、
それぞれ次の業務を分担してもらった。事務長は、入園児童の登録、職員の
登録、ID・パスワードの管理およびシステム利用履歴の監視。園長と主任
は年度設定、クラス登録、クラスごとの児童登録、卒園処理、退園手続きお
よび、administratorが作業中のクライアントのシステム停止。client（保育園
職員）は、担当クラスの出欠・早退の入力、必要によってはその理由の入力
および、月ごとの出席簿の集計・印刷。それぞれ担当してもらった業務を
DBMSで運用し、次のような結果を得た。
１）administratorの業務
【入園児童の登録】
入園時に提出する児童票（福岡市の書式）と同じレイアウトで入力フォー
ムを作成しているため、児童一人に対する入力の手間も１０分程度であった。
また、入力が慣れてくると数分の短縮ができるようになった。保護者から提
出された児童票は、「保育園業務支援システム」の中枢データであり、これ
が児童のマスタデータとなり、クラス編成や出欠管理等が行われるため、児
童に関する処理（入力・出力）は全てこのテーブルを基に行われるように
なる。
【職員の登録】
職員については、提出された履歴書を基に定型フォームに登録する。入力
については入園児童の登録と同様な操作にしているため、操作における問題
はなかった。このデータは、将来的にはシフト表や勤務データの集計、給与
計算等で使用することを想定しているため、入力項目もそれらに適応したも
のとなっている。
【ID・パスワードの管理およびシステム利用履歴の監視】
新規職員の IDとパスワードの設定およびシステム利用履歴は、「保育園
業務支援システム」本体とは別のデータベースシステムに構築している。
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administratorのメインメニューから簡単に移動でき、Excelの感覚で入力が
できるようにしているため、問題なく操作ができた。利用履歴は定期的に印
刷し、システム管理状況として保管できるため、初期導入の際のクライアン
トの操作状況（ログインのミスなど）などもリアルタイムに把握できた。
【年度設定、クラス登録、クラスごとの児童登録】
年度設定とクラス登録は総合設定メニューで行うようにしている。今回は
２０１４年度と２０１５年度の２年度において運用しているため、前年度が終了し新
年度の作業する場合、作業年度（２０１５年度）の設定が必要になった。作業年
度の設定は、総合設定で該当年度にチェックを入れるだけの作業なので問題
なく設定できた。次にクラス登録については、年度によって変更することが
考えられる（クラスの増減など）ため、増えたクラスについてのみ登録する
ように設定している（既存クラスの削除は不可）。今年度より１～２歳児と
３～５歳児を縦割り保育としたため、クラスの追加が必要になった。園長に
追加のクラスを設定してもらい、簡単にクラス登録ができることを体験でき
た。そして、このデータを基にクラスごとの児童登録をしてもらった。登録
作業は、コンボボックスで児童を選択し、クラスを設定するだけの作業のた
め、１００名程度の登録で２０分ほどの時間で終了した。
【卒園処理】
今回の運用の中で２０１５年３月に卒園による年度処理が必要になった。卒園
処理は、卒園者設定フォームの該当児童にチェックを入れ、処理ボタンをク
リックするだけで、自動的に児童のマスタテーブルから削除され、卒園児童
のテーブルへ在籍中のデータが移動するようになっている。２０１４年度の卒園
児童は二人であったが、卒園処理をすることによって自動的に在籍時の保育
要録の作成ができるため、小学校へ提出する保育所児童保育要録を効率的に
作成できた。
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２）clientの業務
【クラスの出欠・早退日の記入】
児童の出欠・早退の入力は、まず紙ベースの出席簿に出欠・早退の記録を
記入してもらい、午睡の時間を利用してクラス担当が当該児童の出欠・早退
記録をパソコンに入力してもらうという方法をとった。職員が使用するパソ
コンは事務室に設置しており、１台のパソコンで作業をする必要があるが、
未満児と以上児の午睡の時間に１時間の時間差があり、また１クラスの人数
は多くても２０名であるため、パソコンへの入力にはさほど時間を要しな
かった。
【出席簿の集計】
月ごとの出席簿の集計および市への提出書類の印刷については、前述の出
欠・早退の記録が正確に入力されていれば自動で集計処理が行われ、かつ提
出書類が完成する。よってこれらの作業については職員の労力は必要としな
い。集計処理は、将来的な汎用性を考慮し、①区分別（０歳、未満児、以上
児の対応も可）および②性別で行うことができ、合わせて抽出期間における
保育日数・延総人数・出席率・欠席率・早退率および、日付ごとの出席率・
欠席率・早退率が計算され、レポートに反映されるようになっている。
Ⅵ．考 察
１）DBMSの運用における問題点と課題について
今回構築した DBMSを認可保育園の業務に運用した結果、次のような問
題点が見えてきた。ネットワーク環境は、有線 LANによる最も単純なワー
クグループ型ネットワークを事務室内のみで構築し、データ入力は全て事務
室で行うようにしたが、実際には午睡の時間で保育職員が持ち場を離れるこ
とが難しく、どうしても勤務終了後に作業をしなくてはならない状況が生じ
た。その場合、入力作業の時間差がとれなくなり、同時に多くの職員が１台
のパソコンで作業することになるため、入力時間待ちが生じてしまった。出
データベースを活用した業務支援における実践的研究（その１） －４７－
欠・早退記録の入力に関しては、業務用ソフトを操作したことのない職員が
多かったため、誤入力等で操作が中断したままになり、次の職員が入力でき
ないなどのトラブルが生じた。福岡市には毎月児童の出欠集計を提出する必
要があり、とりあえず多少業務用ソフトの使用経験のある職員に入力しても
らいながら対応した。システム管理者の業務については、登録や運用上の設
定が多く、児童や職員の登録作業についてはほとんど問題はなかったが、年
次更新やクラスの追加等の設定作業の際にかなり戸惑い、結果的に２０１５年度
の年度更新作業が相当遅れる結果となった。このシステムを効率よく運用す
るためには、全職員にシステム操作についての講習を行う必要がある。今回
はそれぞれの部署からの代表職員に講習し運用を始めた。職員は前述Ⅲの
（図２）で示したように持ち場を離れることが非常に難しい。実際問題とし
て、全職員に講習するためには、休日等を利用する必要があり、なかなか実
現に至らないのが現状である。また、適切な運用のためにもシステム全体の
使用説明書が必要であり、今回の運用で生じた問題事項を考慮し、保育園職
員が自身で管理・操作できるようなものを作成する必要がある。運用全体の
流れを見ると、Accessで構築した DBMSの導入で中規模程度の保育園の事
務処理業務であれば十分対応でき、また職員の事務処理業務の簡素化にも大
いに貢献できることが検証できた。
２）大学の ICT教育における現実性についての考察
前述した DBMSの運用における問題点から鑑みると、大学等での情報関
係の科目、特に ICT教育に関する内容と現実に少なからず、ずれが生じて
いるように思われる。大学等でのカリキュラムは、どうしても専門職として
の教科、特に国家資格に関するものが重点的に設置されており、一般教養科
目は卒業要件を満たす程度の履修に留める学生も多い。しかし、最近では情
報教育の重要さが認識され、情報リテラシーが必修科目になっている大学・
短大も多い。本学も、専門科目群に情報リテラシーの科目が必修科目として
配置されている。内容的には、コンピューターの基礎からネットワーク、イ
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ンターネット、情報セキュリティ、さらにはアプリケーションソフトの演習
等、幅広く情報リテラシーの知識が習得できるようなカリキュラム構成に
なっている。しかし、現実を想定した場合それらの知識で実践力となり得る
かというと疑問になる部分が多い。筆者は今まで ICT教育を通して多くの
学生に情報処理論やプログラミング演習等の ICT教科を教授してきた。近
年のコンピューター技術の発展は、あまりにめまぐるしいものがある。その
中で専門教育以外に、それぞれの専門分野に合った ICT教育の必要性は非
常に高いと思われる。今回の保育園業務支援システムの運用をとおして、特
にこれからの福祉施設の職員は、専門知識に加え現実性のある ICTスキル
も必要になると感じた。福祉関係の施設の運営費は行政からの補助金で賄う
部分が多く、その中の７～８割は人件費となる。その他の経費の割り当ては
２割程度であり、その中から市販のシステム構築やメンテナンス料を支払う
のは難しい。今回の試みのように保育園業務に DBMSを構築すると業務の
大幅な効率化が図れるが、そのためには実践的な ICTスキルを持った職員
がどうしても必要となってくる。このような現実を把握し、大学等の ICT
教育にフィードバックする必要があり、それは地域社会が求めているもので
あり、また学生にとっても他大学生等との差別化につながるものと思われる。
おわりに
近年は、ICT技術の急速な発展により、コンピューターを利用した業務が
非常に多くなった。そのためのアプリケーションソフトも多くリリースされ、
教育やビジネスあるいは趣味など、あらゆる分野で幅広く活用されている。
これは、アプリケーションソフトの使いやすさと、その質の高さによるもの
である。近年では、EUC（End User Computing）で社員自らシステムやソフ
トウェアの開発・構築や運用・管理に携わっている企業等も多くみられるよ
うになった。自社で経営情報システムの開発ができれば、導入経費の大幅な
削減につながり、また経営ニーズにリアルタイムに対応できるといったメ
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リットもある。しかし、それらの知識をどのようにして習得するかが問題と
なる。大学等の ICT教育は、先に述べたように、必ずしも現実に対応した
ものとは限らない。今回の認可保育園での DBMSの運用において、経費の
面から鑑みても保育園職員が自ら管理・運用ができることが望ましいと思わ
れる。今回は、実際に某認可保育園でシステム構築をし、運用したことによっ
て現場のニーズと ICT教育の現実性について考察でき、筆者が担当してい
る情報教育全般の基礎資料となった。しかし、EUCが無秩序に行われると
思わぬトラブルが発生することがあるため、管理・運用におけるガイドライ
ンを定めるなど一定のルールのもとで実施する必要がある。
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注
1) DBMSによるシステム開発の効率化における試みとして、2014年に筆者が作成した
ものであり、ログイン作業のパッケージ化をし、ワークグループごとのインターフェー
スまでを設計したシステムである。プログラム言語は、AccessVBAを使用し、すでに
実績としていくつかのデータベースシステムで利用している。
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